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ロマ ン主義における Schumann及びDuparcの歌曲についての一考察
岡 田 信 子
序 論
18世紀の後半において，音楽が宮廷音楽，教会音楽から開放された。即ちドイツでは ，
Strum und Drang の思潮の嵐がき っかけとなり ，フラソスにおいては，フラソス革命によ
り合理主義が拾頭した。ドイツでは Kant, フラ ソスでは Diderot,ついで Voltaire,
Rousseauの啓蒙思想が重視された。 Strumund Drangによ って生れた初期ドイツロマ｀ノ主
義は，Goethe, Herder, Schillerによ って新しい内容の文学に現われ，この文学上の運動
が一世代おくれて音楽にも反映したのである。ロマ｀ノ派音楽，特に歌曲は， ドイツではGoethe,
Schiller, フラ` ノスでは Baudelaire,Verlaine等の優れた詩人の出現によりめざましい発
展を遂げた。又絵画的影響もみのがすことができない。ロマン派音楽の中でも特に異色あり，




ロマ ン派歌曲の 流れ （ドイツ ）
Ludwig van Beethoven (1 770 ~ 1827) 
彼はロマソ派音楽の草わけとして重要な位置をしめ， Liederkreis と呼ばれる歌曲集
<An die ferne Geliebte>を書いた。この Liederkreis は次時代の作曲家達にも作曲さ
れる重要な創作である。この作品はヒ ア゚ノの部分の作り方と声の動きにより，ソナタの精神に
彩られ，器楽のオ能に支配されている。 Beethovenは，若い時代に Strumund Drang の影
響をうけているが，彼自体にそれが感じられる。







理解されうる。このことは民謡の精神に密着していることを示している。約 600の Lied と
Liederkreis (Die Schone Mullerin, Winterreise)を作曲した。 Schubertは彼の天分
のすべてを Liedに捧げたと言える。その時代まで低級なものと思われていた歌曲を，ロマソ
派音楽の重要な特徴的な形式にまで高めた。






Aus meinem grossen Schmerzen mach ich die kleinen Lieder. (Heine) 彼は
この詩人の魂にまで入り込んで詩の理解にたち，詩人と共に悩み苦しんだ Liedでなければ
ならないと考えた。彼の Liedの使命感は単なる詩ではなく，詩人の grossen S chmerzenの
心からの発厖である。
Johannes Brahms (1833~1897) 




的，男性的である。 Liedのロマソ主義は彼によ って完成された。作品は Liederkreis : 
Mageloneromanze等その他多くの Liedを作曲している。
Richard Wagner (1813~1883) 
Wagnerはその卓越した天分にもかかわらず， Liedとあまり関係をもたなかった。しかし
彼と親交のあ った MathildeWesendonckの詩による 5曲の Liedを作曲した。この中の曲が
歌劇 Tristanの草稿とな っている。その Lied はあらゆる形式的な均斉をすて，柔軟な歌の
流れを展開し，言葉の表現的価値に細心綿密な注意をはらっている。この構想が次の Wolfの
芸術の中で開花するのである。
Hugo Wolf (1860~1903) 
彼は Lied作曲家として， Schubert, Schumann, Brahmsと発展してきた Liedの分野
に，独自の作風を示した作曲家である。詩の内容を表現するすぐれた能力をもっている。 Wa-
gnerの強い影響をうけ， Wagner によ って開かれた和声から，豊かな応用の領域をみいだし
た。又彼の独創性は，歌われる朗読法を考えたことで， Wagnerの楽劇に導入した朗読法と似




な作品は MorikeLieder, Eichendorff Lieder, Spanische Lieaer, Italienische 
Lieder, Goethe Lieder 等。








族性を保っために全音階的進行を支配的なものに しTonik, Dominant の素朴な印象を与え
ている。初期ロマソ派の遺物とも言える。作品には， DasLied von der Erde等。








Frederic Chopin (1810~1849) 





Charles Gounod (1818 ~ 1893) 
Gounodはフラ・ノス Melodie の父と言うことができる。フラ｀ノスにおいては1829年頃から
ドイツロマン派の音楽が浸透しは じめ， Schubetの Liedも知られるようになった。 Romnce
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Cesar Frank (1822 ~ 1890) 
Frankは， フラソス ロマ ソ主義の流れの中にあり，彼の Meldie は常に気品ある豊かな表
情をもち，神秘的 ，宗教的，情緒を標わせている。和声の面においても著しい独創性をもちフ
ラソス音楽上に大きな影響を及ぼした。 15曲ほどの Melodieを作曲している。
Henri Duparc (1848 ~ 1933) 
彼はフランス ロマン派の最高峰にある Melodieの作曲家である。 Frankの手法をうけつぎ，
和声的官能主義へ と荘いた。この手法は未来へのみちを開き Faure を思わせる。彼は詩に対
する感受性が鋭 くその霊感は正確で自然であり，特に Melodie に適した才能を発揮した。
Chaussonと並んで真のロマソ主義の Melodie を形成した。作曲は16曲であるが，いずれも
珠玉の名作である。




る。 FaureとDebussyはそれぞれ異なっ ているが， 陰影ある印象，ひそやかな暗示，これが
主題のはっきりしたロマン主義からフランス音楽の本当の道へと踏みこませたのである。
Faureは60年間という長い間にわた って Melodieを作曲し，ロマ冴派の詩人 Th. Gautier, 
Victor Hugo 等の詩に，後に高踏派の詩人 Ch.Baudelaire, Leconte de Lisle等の
詩に作曲し，約 100曲の優美な Melodieを残した 。









等が，彼の Melodieの様式を独特な雰囲気へ と導いている。即ち明瞭な輪郭線よりも， 光と
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色彩のヴェールに包まれた雰囲気的印象を描きだす手法を編み出した。 Debussyは Schuma・
nn と同様文学に造詣が深く，又印象派絵画の影響が強く反映している。
Schumann及び Ouparcの 歌 曲 に つ い て
Robert Schumann (1810~ 1856) 








auf hebenしたものを索めたとも言えよう。又 Schubertは Sprachrne lo dieにのったまま
の作曲とも言えるのに対して ，Schumannの場合は詩の心を音楽に再現したと 言える。従 って
内的な霊感のない詩は音楽に再現せず， 当時すべての人々から尊敬されていた Goethe の詩
でさえ，そう作曲していない。むしろ Goetheは Schubertのものであった。 Schumann は
Eichendorff, Chamisso,等，特に Heine ほど優れた霊感をわかせた詩人はなかった。こ
のHeineと共に RUckert も彼の作曲の中で主要な位置を占めている。 Schumann とHeine
のロマソ主義は殆んど同質のものであり，二人の天才は互いに融合する運命にあったとも言え
る。 Schumannの曲における詩と音楽が美事に共鳴をなしているのは，詩人と作曲家が同じ源
泉から創作しているからである 。Liedの伴奏については， Schubertではヒ ア゚ノはあ くまで
も伴奏であり， Schumannにおいてはヒ ア゚ノは従の位置，即ち伴奏の地位を脱却している。ヒ・
アノの詩人である Schumannは Lied の中において，ピアノ曲的表現をなし，その完成され
た美 しさは睦目にあたいする 。又 Liedにおける旋律の鋭いまでの表現，それは純粋な愛から
ほとばしる魂の叫びであり ，彼をとりまく詩人達の幻想的な詩に完全な合致した抒情的 Lied
である。作品の主なものは次のような曲である。
Liederkleis Op. 24, 39 (Heine) 
Myrthen Po. 25 (Ri.ickert, Heine, Goethe, usw) 
Frauen Liebe und Leben Op. 42 (Chamisso) 
Dichterliebe Op-48 (Heine) 
Dichterliebe 
この曲は16曲からなる Liederkreisである。これらの曲は Lied の概念を拡大し，そのピ
アノは詩人の霊感を表現し，内的で主体性のある伴奏である。独立したピアノ曲とも言える優
れた序奏，後奏をつけている。楽想の ideaのこのみ，又 imagination の洗練とも独創的




栃．4 Wenn ich in deine Augen seh' 




Wenn ich in deine Augen seh・ 
(Orig. G dur) 
50. 
Langsam ， 
Wenn irh in dei . ne 
schwindet a.JI'mein Leid ~nd Weh; 
Au. ~n seh', so 
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doch ，enn ich ¥:is一S≪- dei. nen 
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Ich hab'im Traum geweinet. 
Leise 
？ -ニ -
Ii:h hab' in Traum'ge _ wei _ net, 
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船． 8 Und wUssten's die Blumen, die Kleinen 
この曲は伴奏の部分で，上下の激しい波が終始うねっていて，その楽想は歌の部分に又伴奏
の部分に綾を織りなしている。この激しい波のうねりは，最後にうたわれる Sie hat ja 
selbst zerrissen mir das Herz という言葉を暗示している。後奏では，この言葉の余韻
をひきのばすかのように，織細でいて激しく表現されている。
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Un.d wiissten's die Blumen, die kleinen 
(Ori~. A皿oil)
s1e wlir _ den mit mir 
• aen, z1 hei • nen Schmerz. Und 
el _ ne kennt mei _ nen Schmen:; iヽeht ja Belb“ 匹•
-―̀` 
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m:“mi. 
r.er _ ris_se11 mir'das Herz.. 
Edition Peters 
肱 10 H釦 'ich das Liedchen klingen 
この曲は微妙にして全能の雰囲気をかもしだしている。歌の始まる前に，又歌の終った後奏
においてヒ゜アノは，心を表現する役目をしている。精緻で巧みな創作である。
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肱 16 Die al ten, bosen Lieder 
これは Dichterliebeの最後の曲である。
この曲の中で苦悩に満ちた詩人の重い心を ji j ［ の単純なリズ ムのうちに巧みに
表現 している。それは伴奏の負う ところが大きい。又結びの11小節の後奏を検討してみると ，
Schumannはすばら しく洗練された手法で，この作品の旋律的要素を組み合わせ，曲の真髄を
濃縮させて ，内面的な心の世界へと余韻をひきのばしている。
<Orig. Cls moll;) Die a.lten, bosen Lieder. 
Ziemlich langsam. L_ 
Die -叩
























Edition Peters 871-t 
Henri Duparc (1848~ 1933) 
Dupareは特異な Melodieの作曲家として ，フランス Melodie の重要な地位を占めてい
る。 19世紀におけるフランス歌曲<Chant,Romance>はドイツロマソ派 Lied の模倣にす
ぎなかったが，彼によ って新しいフラ｀ノス歌曲<Melodie>の道が開かれた。彼の作曲活動は
1868から約15年間で， 1885年精神病のため創作をやめてしま った。 500曲に近い Melodie
をかいたが，16曲を残し破棄してしま った。 Duparcの Melodie は紘細な詩的理解力により，
限りなく自由奔放な表現をしている。 Schwnannの内的な表現と対照的である。ロマ｀ノ主義の





Linvi tation au Voyage (Ch. Baudelaite) 
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Serenade Florentine (Jean Lahor) 
La Vague et la Cloche (Franc;ois Coppee) 
Extase (Jean Lahor) 
Phidyl~ (Leconte de Lisle) 
Le Manoi r de Rosemonde (R. de Bonnie res) 
Lamento (Th. Gautier) 
Testament (Armand Silvestre) 
Chanson triste (Jean Lahor) 
Elegie (Th. Moore) 
Soupir (Sully Prudhomme) 
La Vie Anterieure (Ch. Baudelaire) 
Au Pays ou se fai t la Guerre (Th. Gautier) 




もっ て波 うつ旋律を くりひろげている。
CHANSON TRISTE 
ドn、;̀ied,• M91̀iq99l.，1,． 
JEAN LAHOR HENRI DUPARC 
Nn ? VI91X MOYF."NES 
Lr.at.、”'rIms’”‘’.”‘t!1rttmdr9 9It.”tim9 trrs do心
Cl:ANT 
Dans ton ca,ur dort unclair de 
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!'.,invitation au Voyage 






L'INVITATION AU VOYAGE 
Poesie de 
CH. BAUDELAIRE (tl 
Musique de 
HENRI DUPARC 
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La Vague et la Cloche 
Coppeeの詩に作曲され，壮大な Melodie を創りあげている。 バスと管弦楽のために作曲
されたものである。ときには波濶にとみ叙事的に，又ゆったり とした屈折のない朗詠調に，伴
奏の豊かな響き ，半音階主義に よる色彩惑，半音階主義は Frankを，既かな密きはWagner
を思わせる。この dynamicな Melodieは Faureにも Debussy にもみられない Duparc独
自のものである。
LA VAGUE ET LA CLOCHE 
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てのロマソ派音楽の礎石である。 Kantは音楽を DieKunst des schonen Spiels der 
Empfindungと定義している。 20世紀の今日もなおロマソ主義音楽の根本である Gefiihlは，
永遠に続かなければならない音楽の礎石である。 又それは決して変わるものではない。音楽は
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